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佐藤文昭提出論文内容要旨
 1861年Brぜckeによめ尿中に張白分解酵素の存:在している事が報告されたが、その本.
 態についての究明は比較的新しぐ,本酵素が胃腺に由来するパブシ!一ゲンであり,その分泌
 径路も内分泌的に直接血流中に入り,腎を経て尿に排出されることが確認され,ワ・ペブシソ
 と命名され今日に至っている。以上のようにワロペブシンが胃腺に由来する事実から本酵素の
 排出量を測定することにより胃の分泌機能の一端を窺えると考えられるが,この見地からも現
 叡で言縁によ蝟疾鶴岡る卿ペブシンリ意義について多くの検討が髄れて吟る・し
 かし乍らそれらの結果:は必ずしも一致してむらず,叉未解明の分野も少往くない。本研究では
 胃疾患におけるウ・ペブシソ排出値(以下ウ値と略す)の意義の再検討と,臨床検査成績,特
 に胃粘膜所見に関する検査成績とウ値との関係を検索すると共に,諸種潰瘍治療剤による治療
 のウ値に対する影響についても炭討を試みた。被験対象は当内科に入院した胃炎16例,胃潰
 瘍79例・十二指腸潰瘍65例・胃癌61例と対照9例の計250例であり・実験方法は
 ,Westらの凝乳法に準拠し,基質にスキムミルクを使用し,特殊の場合を除き24時間尿を対.
 象に測定し,測定値は等力価のDifcoのペプシンの確に換算しその1時間値で表現した。各
 種.異疾患のウ値については現在まで既に多くの報告があるが♪その成績は必ずしも一致してい
 ない。その再検討ρため入院后1週間以内に胃炎15例,胃潰瘍63例,十二指腸潰瘍41例量
 胃癌56例についてワ値を測定し,対照9例のウ値と比較検討を試みた。次に胃液との関係を
 知るためにKa右s磁及びK揖k法で採取した胃液についてTOPfθユーMicha■i8法で滴
 定した最高遊離酸度との関係を125例について険罰すると共に,インスリン刺激により採取
 した胃液についてi萩原のCa8ein-FQユinA法で測定した胃液ペプシン値との関係を42例
 について検討した。叉ワロベプシソ排出の動態を検索するにあたって,本酵素の由来する.胃腺
 を包含する胃粘膜の性状との関係を検討する必要が認められるが,この点に関する報告は現在
 の所極めて少ない。この点を極索する目的で黒m及び大沼の分類によった胃生横所見との関係
 をi12例についてン又SGhiud■erの分類によった胃カメラ所見との関係を92例につい
 て険討した。次に消化性潰瘍に冷けるウ値の動態.の一端を窺うため,・そ'の・日内変動及び日間変
 拗を夫々8例について囎すると鄭・入院治療の撚を知撮め59郷ついてその入院時
 と退院時のウ値の変動について比較検討した。更にこの59例についてニツシ比の性状及ひヒツシエの消長
 とウ値との関係、に艶て追究した。従来潰瘍治療剤の効果については胃分泌機能の面より胃液酸慶な
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 いしは胃液ペプシン排出量等について険討がなされて吟るが,ウ値に対する検討は充分でない。
 従ってこの観点より諸種潰瘍治療剤の内肱治療匹よるウ値えの影響を知るため,複合ト・ピン
 投与14例}P342投与14例,アナコリン投与20例,アドボソ投与20例,アル・イドG
 投与15例についてアそ叩ぎ週間連続経口投与による治療の影響について険討を加えた。以上.
 の実験から胃疾患におけるウ値について次の結論をえた。1)ウ値は胃潰瘍では一定の傾向を
 認めないが,十二指腸潰癌では明らかに高く,胃癌では一般に低い。叉胃炎でも一碇の傾向を
 認めない。2)一般にウ値と胃液酸度≧は昭々平行すると認められるが・個々の症例について
 検討すると必ずしも完全な平行関係は認め難い。5)ウ値と胃イブシソ分泌鼠とは胃液酸度と
 の関係と全様の傾向を認める。4)ウ値と胃生検所見との関係は,、表暦性胃炎像を示す例では
 一定の傾向を認めないが』萎縮性胃・炎像を示ず囲で.は明らかに低い。'5)ウ値と胃カメラ所見
 との関係は,表層性胃炎像を示す例では一定の傾向を認めないが,肥厚性胃炎像を示す例では
 一般に正常もしくは高ぐ,萎縮性胃炎像を示す例では一般に低い。6)消化性潰瘍患者にむけ
 るウ値の日内変動及び日間変動は雌康人のぞれと著しい差は認められず,日内変動は相当著し
 く・特に午后高ぐ,睡眠時又は早朝に低い傾向があるが,ワ値の日間変動虹著明でたい。
 7)消化性潰瘍の入院治療のヴ値に対する影響は一般に退院時に低下正常化する傾向があるが,
 特に胃潰瘍で著明である。8)ワ、値と潰瘍の性状との関係は,そ'の大きさには関係なく,潰瘍
 の消長と平行し治癒と共に低下する傾向がある。9)潰瘍治療剤のウ値に対する影響について
 は,複合トロビγ内服治療により明らかに低下するが,P踵2内服治療による影響は朋らかで
 なく,アナコリンかよびアドポン内廠治療により,十二指腸潰瘍でや～低下する傾向を認め,
 アル・イド〔}内服治療により胃潰瘍では低下する傾同を認めると結論している。
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 審査結果.の要'旨
 186ゴ年BrUckeにより尿中に蛋白分解酵素の存在している事が報告されたが,その本
 態についての究明は比較的新しぐ7本酵素が胃腺に由来するパブシノーゲンであり,その分泌
 径路も内分泌的に直接血流中に入り.,腎を経て尿に排出されることが確認され,ワ・ベブシン
 と命名され今日に至っている。以上のようにワロペブシンが胃腺に出来ナる事実から本酵素の
 排出量を測定することにより胃の分泌機能の一端を窺えると考えられるが,この見地からも現
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 かし乍らそ'れらの結果は必ずしも一致してむらず,又未解明の分野も少をくない。本研究では
 胃疾憲に分けるウ・ペプシン排出値(以下ウ値と略す)の意義の再検討と,臨床検・査成績,特
 に胃粘膜所見に関する横査成績とワ値との関係を検索すると共に,諸種潰瘍治療剤による治療
 のワ値に対する影欝についても検討を試みた。被験対象は当内科に入院した胃炎了6例,胃潰
 瘍79例,十二指腸潰瘍65例,胃癌61例と対照9例の計250例であり7実験方法は
 .We3tらの醗乳法に準撫し,基質にスキムミルクを使用し,特殊の場合を除き24時間尿を対
 象に測定し,測定値は等力価のDifcoのベブシンの確に換算しその1時間値で表現した。各
 種異疾患のウ値については現在まで既に多くの報告があるが,その成績は必ずしも一致してい
 ない。その再検討のため入院后1週間以内に胃炎15例,胃潰瘍65例,十二指腸潰瘍41例,
 胃癒56例についてウ値を測定し,対照9例のヴ値と比較検討を試みた。次に胃液との関係を
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 について検討した。叉ワロペブシン排出の動態を険棄するにあたって,本酵素の由来する胃腺
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 !動を夫々8例について検討すると共に,入院治療の影響を知るため59例についてその入院時
 と餓時のウ値の独に艶て比較囎寸した。獄この59例についてニッ虹の性撒俳τソシ噸脹
 とウ値との関係について追究した。従来潰瘍治療剤の効果については胃分泌機能の面より胃液酸瞳な
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 いしは胃液ペプシン排出盆等について検討がなされてφるが,ウ値に対す為検討は充分でない。
 従ってこの観点より諸種潰瘍治擦剤の内服治療によるウ償えの影響を知るため,複合ト・ビン
 投与14例,P342投与14例,アナコリン投与20例,アドボン投与20例,アル・イドG
 投与コ3例について7そ叩5週間連続経口投与による治療の影響について検討を加えた。以上
 の実験から胃疾患に沿けるウ値について次の結論をえた。1)ウ値は胃潰瘍では一濾の傾向を
 認めないが,十二指腸潰瘍では明らかに高く,胃癌では一般に低い。叉胃炎でも一定の傾向を
 認めない。2)一般にヴ値と胃液酸度とは略々平行すると認められるが,個々の症例について
 検討すると必ずしも完全な平行関係は認め難い。5)ウ値と胃ドブシン分泌最とは胃液酸度と
 の関係と全様の傾向を認める。4)ウ値と胃生検所見との関係は,、表暦性胃炎像を示す例では
 一定の傾向を認めないが1萎縮性胃炎像を示1す例で.は明らかに低い。'5)ウ値と胃カメラ所見
 との関係は,表層性胃炎像を示す例では一定の傾向を認めないが,肥厚性胃炎像を示す例では
 一般に正常もしぐは高ぐ,萎縮性胃炎像を示す例では一般に低い。6)消化性潰瘍患者におけ
 るウ値の日内変動及び日間変動は睡康人のそれと著しい差は認められず,日内変動は相当著し
 ぐ,特…に午后高ぐ,睡眠時又は早朝に低い傾向があるが,ウ値の日間変燃著明で左い。
 7)消化性潰瘍の入院治療のウ値に対する影響は一般に退院時に低下正常化する傾向があるが,
」
 特に胃潰瘍で著明である。8)フ値と潰瘍の性状との関係は・その大きさには関係なぐ,潰瘍
 の消長と平行し治癒と芙に低下する傾向がある。9)潰瘍治療剤のウ値に対する影響について
ヤ
 は7複合トロビン内報治療により明らかに低下するが,恥招内服治療による影響は明らかで、
 なぐ,アナ'コリン冷よびアドポソ内版治療によ匂,十二指腸潰瘍でやX低下する傾向を認め,
 アル・イドG内版治療により胃潰瘍では低下する傾向を認めると結論している。
 よって,著者は医学博士の学位を受けるに充分な資格があるものと認める。
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